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世代 提供サーピス 利用形態 製品例 年代
第1世代 -利用法の利便性 -機器を個別にネット -ネットワー ク対・町、 2003 
の向上 ワークに接続 DVD 年頃
第2世代 -高機能化された -特定の機器を組み合 -どこでもドアホン 2005 
サーピス わせてネットワーク -ファミリンク 年頃
に接続
第3世代 -カスタム化され -利用する機器を自由 . ECHONET 2010 
たサーピス に選択してネットワ .OSGi 年頃
ークに動的に接続 . UPnP[8] 
表 2:情報家電の信頼性の阻害要因
世代 システム ネットワーク 人間
第1世代 -システムの故障 -機器との接続障害 -悪意あるユーザ、
-ネット経由の攻撃
第2世代 -システムの故障 -機器との接続障害 -悪意あるユーザ
-サーピスの故障 -通信障害 -ユーザのミス
-サービスの競合 -ネット経由の攻撃 (知識不足)

















































































-モデル検査 [12， 13] 
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